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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２３年９月１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

                            

事故種類 火災 

発生日時 平成２２年３月１日（月） １０時１０分ごろ 

発生場所 沖縄県竹富町黒島北東方沖 

黒島灯台から真方位０３３°４.８海里付近 

（概位 北緯２４°１７.３′ 東経１２４°０３.３′） 

事故調査の経過  平成２２年３月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事務

所）ほか1人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

旅客船 くいぬぱな、１２トン 

 ２９６－５９３９０沖縄、個人所有 

 １３.９０ｍ（Lr）×３.８６ｍ×１.２０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関２基、合計７８２kＷ、平成１８年１０月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５５歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士･特定 

  免許登録日 昭和６２年７月２４日 

  免許証交付日 平成１９年１月１６日 

         （平成２４年７月２３日まで有効） 

 死傷者等 負傷 １人（船長 右上肢熱傷） 

 損傷 全損 

 事故の経過 

 

 本船は、船長が１人で乗り組み、乗客９人を乗せ、平成２２年３月１日

０９時４０分ごろ、沖縄県石垣市石垣港を出港し、同市新 城
あらぐすく

島上地
かみじ

港に

向かった。 

船長は、フライングブリッジで操船に当たり、１０時０５分ごろ、竹富

南水路を出たとき、左舷主機の回転数が突然下がり、しばらくして正常に

戻ったが、１分ほどで今度は回転数が急激に低下して同主機が停止し、警

報が鳴ると同時に煙の臭いがしてきたので、冷却清水の温度計を見ると約

８０℃で正常であった。 

船長は、右舷主機も回転数が低下したので停止した。 

船長は、１０時１０分ごろフライングブリッジから降り、乗客Ａと共に

左舷側の機関室の蓋を開けると黒煙が充満しており、火災が発生している

ことを認めた。 

船長は、火元を確認しようと右舷側の蓋も開けたところ、左舷主機の船

尾側付近に火炎が見えたので、本船の消火器で消火を試みたものの、消火

できなかった。 

船長は、異常を感じて機関室内を見たとき、左舷機船尾方の電気配線の

被覆がなくなっていた。 
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乗客Ａは、機関室内を見ていたとき、左舷機船尾方のバッテリー付近に

オレンジ色の小さな火炎が見えた。 

 船長は、機関室の両舷の蓋を開けた状態で消火活動を行っていた。 

東進中の定期連絡船（以下「救助船」という｡）は、本船から出ていた白

煙が黒煙に変わったことから火災の発生に気付き、船首を本船の左舷船首

に接舷し、本船の乗客９人を移乗させて消火器２本を本船に渡したのち、

海上保安庁に通報した。 

船長は、消火活動を続けていたものの、火勢が強いために消火を断念

し、救命浮環を持って海に飛び込み、救助船に救助された。 

船長及び乗客は、救命胴衣を着用していなかった。 

本船は、水面下の船底部分を残して焼失し、後日、石垣港にえい
．．

航され

て陸揚げ後、解体された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ３、視界 良好、気温 約

２６.０℃ 

海象：水温 約 ２４℃ 

 その他の事項  主機は、過給器を出た排気ガスがＦＲＰ製の排気管によって機関室船尾

舷側の排気口に導かれ、注入された冷却海水と共に排出されるようになっ

ており、また、冷却海水の一部が機関室から船尾に導かれ排出されるよう

になっていた。 

本事故は、主機を０９時３５分に始動して約３５分後に発生した。 

 船長は、石垣港出港前に主機始動後、船尾に回って冷却海水の出具合を

確認したところ、通常どおりであった。 

バッテリーは、１２ボルトの主機用が左舷機船尾方の機関室左舷後部付

近に４個、発電機用が右舷機船尾方に１個及び船内給電用が機関室前部に

２個据え付けられていた。 

機関室船尾側にある燃料油タンクの油面計が、機関室内の後部壁面の中

央付近にあり、透明のアクリル製管が使用されていた。 

船内の燃料油タンクには、Ａ重油約４００ℓが積載されていたが、海上へ

の流出は認められなかった。  

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

なし 

 本船は、黒島の北東方沖を航行中、機関室内左

舷機船尾方付近から出火したことから、火災とな

ったものと考えられる。 

本船は、主機用バッテリーの配線が短絡又は地

落して火花が生じ、配線被覆から他の可燃物に延

焼し、機関室内左舷船尾方付近から出火した可能

性があると考えられるが、出火の状況を明らかに

することはできなかった。 

主機は、火災が発生して機関室内の酸素濃度が

低下したことにより、回転数が変動した可能性が

あると考えられる。 

本船は、出火後、油面計のアクリル製管が溶け

て燃料油タンク内の燃料が機関室内に流れ出し、
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火災の拡大を招いたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が黒島の北東方沖を航行中、機関室内左舷機船尾方から

出火したため、発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の被害の軽減に役立つ事項として、消火器による消火

実施後、機関室両舷の蓋及び通風口を閉めて密閉消火を実施していれば、

火災による被害を軽減できた可能性があると考えられる。 

 




